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中学生の主体的で自律的な英語学習を支える 
EasyConc for Chromebookの開発と活用

The Development and Use of EasyConc and EasyConc for Chromebook6.2 to Help Japanese Junior High School 
Students Study English Actively and Autonomously

日䑓　滋之 1、北村　広志 2、魚本　大地 3

Shigeyuki Hidai, Hiroshi Kitamura, Daichi Uomoto

要旨：本研究では、始めに、中学生にコミュニケーション活動後に英語で言いたかった表現を日本語で書
いてもらい、英語母語話者教師と日本人英語教師とで英訳し、日本語と英語を対応する日英パラレルコーパ
スEasyConcを構築した。次に、このEasyConcをもとにユーザーフレンドリーな日本語検索、英語検索、
タグ検索の機能を有するEasyConc for Chromebook6.2を開発し、学習者のニーズを明らかにし、検定教科
書と比較し、両者間に開きがあることを明らかにした。また、EasyConc for Chromebook6.2を授業内での
コミュニケーション活動や家庭学習でどのように活用するのか具体的に提言した。

キーワード：日英パラレルコーパス、EasyConc、Chromebook、学習者のニーズ

Abstract：First of all, Japanese junior high school students were asked to write in Japanese anything that they 

wished to and were unable to express in English during various communicative activities. A native English 

teacher and a Japanese teacher of English translated these expressions into English. Using both the Japanese 

expressions from the students and their corresponding English translations, a Japanese-English parallel corpus 

called EasyConc was compiled. From this, a user-friendly software application called EasyConc for 

Chromebook6.2 was developed. This application has three functions; Japanese language retrieval, English 

language retrieval and parts of speech retrieval. By utilizing EasyConc for Chromebook6.2, learners’ needs were 

identified and the gaps between EasyConc and an authorized textbook for junior high school students were 

identified. In addition, the practical use of EasyConc for Chromebook6.2 was proposed for use in communicative 

activities in English language classes as well as for English study at home.

Keywords：Japanese-English parallel corpus, EasyConc, Chromebook, learners’ needs

1．はじめに

　『中学校学習指導要領解説（平成29年告示）外国語編 英語編』に、「効果的な辞書活用を促すことは，主
体的で自律的な学習者の育成の観点からも，大切な要素である」とある。主体的で自律的な学習者を育成す
るための方法の一つとして辞書の活用を挙げている。また、『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 
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外国語編 英語編』においても「様々な手立てを通して生徒の主体的・自律的に学習に取り組む態度の育成
を目指した指導をすることが大切である」という文言がみられる。主体的で自律的な学習者を育成すること
は英語教育の課題と言える。
　一方、文部科学省（2021）によると、学校教育における ICT環境では、「GIGAスクール構想の実現」のた
めに「Society5.0時代を生きる子供たちに相応しい、全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと
協働的な学びを実現するため、『1人1台端末』と学校における高速通信ネットワークを整備する」こととな
り補正予算が成立した。それを受けて、機能面、コスト面、セキュリティ等の観点からGoogle Chromeを
導入する自治体が多い。
　本研究では、英語学習者の言いたかった表現を収集した日英パラレルコーパスEasyConcを構築し、その
検索ツールであるEasyConc for Chromebookを開発し、中学生の主体的で自律した学習の態度の育成に役立
てるツールとして活用する方法を提案したい。

2．先行研究

　本稿の2.1では、「学習者が表現できたこと」をもとに学習者コーパスを構築し授業で活用した先行研究を
扱う。2.2では、「学習者が表現できなかったこと」に着目し、学習者が言いたかったことを教師がどう探り、
授業に活用するかについての先行研究を扱う。

2.1　 学習者が英語で表現できたことを収集した学習者コーパスから学習者の必要とする語彙を探り、文法
事項を検索し、授業に活用

　太田・日䑓（2006）では、コミュニケーション活動で中学生が英語で表現できたテキストを収集し、Skitコー
パス（中学3年生）、日本文化紹介コーパス（中学2年生）、Speechコーパス（中学2年生・3年生）、将来の
夢コーパス（中学2年生）、日記コーパス（中3の冬休みの日記を集めたコーパス）のサブコーパスからなる
学習者コーパスを構築した。サブコーパスの tokensと typesは以下のとおりである。

表1　中学生の学習者コーパス

　表1の学習者コーパスと平成14年度版3社の検定教科書（New Crown English Series 1―3、New Horizon 

English Course 1―3、Sunshine English Course 1―3）、英検コーパス（平成7年度～9年度の英検5級、4級、3

級の筆記とリスニング問題）をもとに、コミュニケーション活動を支えるessential vocabulary listとしてよ
く使用される動詞・助動詞50語、形容詞50語、名詞50語を抽出した。また、16項目の文法事項で頻出する
語彙のリストを作成し、項目ごとにBingoを用いて語彙について学習者に気づきを与え、続いてその語彙を
用いたペアでの対話と対話した内容のリポートというSpeaking 活動、さらに、空所補充で文脈から意味を
推測させ学習した語彙を想起して書かせ、最後には学習した語彙を用いて3分間でオリジナルの文を書かせ
るWriting活動へと発展する具体的な活動例のワークシートを作成している。この一連の活動は
Nation(2001)で語彙習得のために必要となる3つのステップであるNoticing（気づき）―Retrieval（想起）―
Creative or Generative use of a word（創造的／生成的な語彙の使用）を踏まえている。
　太田・日䑓（2006）の課題は、コミュニケーション活動を行う場合、学習者が活動中に表現しようとして
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あきらめたことや、うまく言えなかった表現とはどのような表現であるのかといった学習者のニーズについ
ては十分把握しきれていないということが挙げられる。

2.2　英語で表現できなかったことを収集した日英パラレルコーパスEasyConcとその検索ツールの開発
　日䑓、佐藤、茅野（2021）では、中学生、高校生、大学生が英語のコミュニケーション活動において学習
者が英語で言いたかったけれど言えなかった表現を日本語で書いてもらい、後で英語母語話者と日本人教師
とで英訳し、日本語と英語とを対応させた日英パラレルコーパスEasyConcとその検索ソフト及び flashcard

の開発について述べている。公立小中学校へのChromebookの導入に伴い、Chromebookの教育機関での占
有率が高まっている現状を踏まえ、日䑓（2021）では、日英パラレルコーパスEasyConcの検索ツールとし
EasyConc for Chromebookの開発に着手した。開発当初からEasyConc for Chromebook5.5までは、検索時
に正規表現を含む長い検索式を使って文字列を検索していた。例えば、英語または日本語を検索する場合に
は、学習者は、以下の検索式をコピー &ペーストして検索する必要があった。
【英語で検索する場合】仮定法過去
　　=REGEXMATCH(B2,“I wish \w+”)*(E2:E4280=“j”)

　日本語表現の「理由を述べる時の表現」を検索する場合には、以下の検索式をコピー &ペーストして検
索する必要があった。
【日本語で検索する場合】理由を述べる時の表現　検索語句：せいで、だから、ので、理由、原因
　　=REGEXMATCH(C2,“(せいで |だから |ので |理由 |原因 )”)*(E:E=“j”)

　このように学習者は検索式をコピー &ペーストする手間をかけ、検索結果を得るのに時間を要していた。
EasyConc for Chromebook5.5では、操作を容易にし、検索語を入力すれば即座に検索結果が表示されるよ
うに改善することが課題として挙げられる。

3．リサーチデザインと手法

3.1　研究の目的
　以上を踏まえ、下記の2項目を研究の目的として設定した。
（1 ）　学習者と教師にとってユーザーフレンドリーなソフトウエアEasyConc for Chromebook6.2を開発し、
日本語検索、英語検索、タグ検索機能を用いて学習者のニーズを知る。

（2 ）　生徒がEasyConc for Chromebook6.0を活用し、授業の活動場面や家庭学習で主体的で自律的に学習に
取り組む指導の具体例を示す。
　なお、EasyConc for Chromebook6.2は、6.0のアップグレード版で、その後の授業実践により、生徒から
の英語で言いたかった表現が大幅に増加している。

3.2　研究方法
　研究の目的（1）については、コミュニケーション活動で、英語で表現したいという学習者のニーズを活
かしたデータ収集を行う。収集したデータをもとにユーザーフレンドリーなソフトウエアの開発方法を示し
たい。研究の目的（2）については、実際にEasyConc for Chromebook6.0を授業で使用し、生徒の反応を観
察する。
3.2.1　中学1年生の教科書教材を活用した授業からのデータ収集
　授業者は2021年度に中学1年生6クラス（190人）の英語の授業を担当し、令和3年度版の検定教科書
New Crown English Series 1（以下、03NC1）を使用し、教科書の題材を活用し、コミュニケーション活動を
実施した。
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　授業の進度では、1学期末に「Project 1理想のロボットを発表しよう」（2時間配当）があり、学期末でそ
のスピーチを評価する計画であった。このProjectの言語活動の構成は、「1. Listen花とディヌーの発表を聞
こう」→「2. Think and Talk理想のロボットについて考えよう」→「3. Read花が書いた発表原稿を読もう」
→「4. Write理想のロボットの名前を考えて、発表原稿を書こう」→「5. Speak理想のロボットを絵にかい
て発表しよう」という活動の流れになっている。
　授業者は最終の発表活動の前の「4. Write理想のロボットの名前を考えて、発表原稿を書こう」の段階で、
生徒が原稿作成をするにあたっては辞書を使用することのみ許可をし、授業では、わからない単語を見つけ
たら、辞書を使用して調べるように指導した。
　各自の原稿作成の終了後に、生徒全員が所持しているChromebookを活用して、Google Formで作成した
「振り返りシート」（図1）にて、英語で書きたかったけれど、書けなかった表現を日本語でタイピングして
もらい、生徒が英語で表現したかったことを集計した。
・データの集計から、EasyConc for Chromebook6.2のアプリ開発過程

　集計方法として、生徒が英語で書きたかったけれど書け
なかった表現の日本語をExcelに一件ずつ入力する。本研
究では、Google Formを活用した。類似した質問でも省略
しないで入力する。異なる学習者からの類似した質問も合
計するとその質問頻度から学習者の表現しにくい日本語の
特徴が見えてくる。
　続いて、日本人英語教師と英語母語話者教師とで英語に
翻訳作業を行い、中学生からの日本語については中学レベ
ルの英語での翻訳を心がけた。
　Excel上で生徒からの日本語の質問とその英訳は対応付
けられ、英語で表現できなかった日英パラレルコーパス
EasyConcのデータとなる。
　このEasyConcは、EasyConc for Chromebook6.2として
検索可能なソフトウエアとして、活用する。3.2.2では、
EasyConc for Chromebook6.0以降に組み込まれた検索式
について述べる。

3.2.2　EasyConc for Chromebook6.0以降の開発
・ユーザーフレンドリーなソフトウエアの開発コンセプト「一発検索、すっきり表示」について
　2.2で述べたように、EasyConc for Chromebook5.5では、検索式をコピー &ペーストによって語句の検索
をする仕様で、利用者にとって扱いにくいアプリであったため、「一発検索、すっきり表示」のコンセプト
に基づいて、新たにEasyConc for Chromebook6.0を開発する。
・Googleスプレッドシートのフィルタリングについて―FILTER関数
　Googleスプレッドシートでは、FILTER関数を使用すると、格納しているデータのうち条件にあったもの
だけが表示できる。

図1　Google Formで作成した「振り返りシート」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ準備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A1からB7までデータが入っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A列　学校名　宮田………
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B列　所属　　小学校………

　表3で「小学校」のデータを抽出したい。そこで表3のC1に「小学校」と入力し、次の式をC2に入力する。
=filter(A1:B7,B1:B7=C1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この式の意味は以下のとおりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配列（データ範囲）　A1からB7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条件（抽出条件）　　C1（小学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ここでEnterキーを押すと、　B1からB7のうち、C1の値

すなわち小学校と一致するものがC2以下に表示される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 このように、完全一致のフィルターであれば簡単に検索し、

表示することができる。

　　　　　　　　　　　　　　 　検索条件に文字列の一部を入れる。例えば、「小」と入れるとエラーが返っ
てくる。なぜなら、小学校＝小ではないからである。

　　　　　　　　　　　　　　 　日英パラレルコーパスEasyConcは、学習者からの質問である日本語部分
とそれに対応する英文で構成されており、日本語部分の一部を入力して検索
したいので表2、表3で実施した完全一致の検索と異なる検索方法を考える
必要がある。

・完全一致ではなく一部を含む場合の検索式
　多くの英文の中から英文に含まれる単語で検索をしたい。そのため検索する場合は部分一致をする必要が
ある。GoogleスプレッドシートのFILTER関数で「～を含む」という条件の抽出をする場合には以下の検索
式が必要である。
　=FILTER(A1:B7,REGEXMATCH(A1:A7,D1))

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5での設定例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　D1に検索語句「宮田」を入れると数式を入れたD2以下に配

列（A1からB7）をフィルターした結果が表示される。検索式
は以下の通り。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=FILTER(A1:B7,REGEXMATCH(A1:A7,D1))

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配列（データ範囲）　A1からB7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条件（抽出条件）　　データの入っている列（A1:A7）,条件（D1）

表2　FILTER関数について（完全一致の検索）

表3　小学校のデータを抽出

表4　FILTER関数について（部分一致の検索の必要性）

表5　部分一致の検索
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・複数条件を設定する―EasyConc for Chromebook6.0以降
　検索条件としてAND検索（かつ）とOR検索（または）とあるが、式がそれぞれ異なっている。本稿で
は表6でAND検索の場合の検索式を示す。OR検索については割愛する。

　表6のA4に下記の検索式が入力されている。
　=FILTER(′データ′!A4:F23,REGEXMATCH(′データ′!B4:B23,B1),REGEXMATCH(′データ′!B4:B23,B2))

　この検索式では、「′データ′!A4:F23」はA4からF23のデータ範囲を指す。AND検索でB1に入っている語
句とB2に入っている語句を検索することになる。
　また、日本語を検索したい場合には参照する列を変更すればよいので下記のようになる。
　＝FILTER(′データ′!A4:F23,REGEXMATCH(′データ′!C4:C23,B1),REGEXMATCH(′データ′!C4:C23,B2))

　なお、検索語1、検索語2とあるが、さらに検索語数を増やしたい場合は同様に増やせばよい。
・実際の検索例―EasyConc for Chromebook6.0以降

　このように検索語を入力するだけで、学習者は検索語を含む文字列を検索することができ検索が容易にな
り、短時間で多くの検索を行うことができ、検索したいと思う表現を多く知ることができる。

表6　複数語の検索例　（AND検索）

表7　take　1語で検索した場合

takeを含んでいる英文が検索される。

表8　takeとnap　2語で検索した場合

takeとnapを含んでいる英文が検索される。
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3.2.3　授業実践で生徒の反応を観察する
　本研究の対象となった中学1年生（3.2.1を参照されたい）は、生徒一人一人がChromebookを所持してい
るが、2021年度は教師用パソコン1台にEasyConc for Chromebook6.0をインストールし、調べたい生徒が
利用する状況であった。この状況下において、主に以下の観点から生徒の反応を観察する。
・生徒はEasyConc for Chromebookに興味、関心を示すか。興味、関心を示すとすればどのような点か。
・生徒が英語で言いたい表現が見つからない場合はどうするか（振り返りシートの回収方法について）。
・生徒にどのようなソフトウエアの使用環境が適するか（クラスに1台、1人1台、全員が使えそうか）。
・生徒が主体的に活動するために、授業のどの活動場面でソフトウエアを使用するのが適切か。

4．結果と考察

　EasyConc for Chromebook6.2は、ユーザーフレンドリーなソフトウエアとして「一発検索、すっきり表示」
を可能にし、「日本語検索」、「英語検索」、そして文法標識による「タグ検索」の3つの機能を有している。
この3つの機能を用いて、授業に活かす工夫を提案する。

4.1　 研究の目的（1）「学習者と教師にとってユーザーフレンドリーなソフトウエアEasyConc for 
Chromebook6.2を開発し、日本語検索、英語検索、タグ検索機能を用いて学習者のニーズを知る」に
ついて

　Nation(2013)は、語彙学習や文法学習で費用対効果の原則 (cost/benefit principle)について述べており、
この原則は最も使用頻度の高い語彙や文法を先ず学ぶことが学習者にとって最も利益が高いと述べている。
この原則は、英語で言いたかったことを収集したEasyConcにも当てはまり、英語で言いたかったことのう
ち頻度の高い語彙や文法を先ず学ぶことが英語による表現力をつけるうえで、また英語で表現したいという
生徒のニーズを満たすうえで効果が高いと言える。
　生徒が英語で表現したいという思いを生徒のニーズとして捉え、生徒からの質問頻度の高いと思われる表
現に着目し、中学校の検定教科書を補充する目的で、理由を表す接続詞、whileの使い方、比較級の taller、
関係代名詞を採り上げる。EasyConc for Chromebook6.2の3つの検索機能から学習者が求める表現を確認し
ながら表現力を高める指導への糸口としたい。

4.1.1　日本語検索について
・理由を表す接続詞について
　日英パラレルコーパスEasyConcの強みは日本語からも検索することができることである。EasyConc for 

Chromebook6.2の「日本語検索」を選択し、検索語句として「(せいで |だから |ので |理由 |原因 )」を入力
する。検索語句を入力する際の留意点として、 ( |)の記号はすべて半角英数であること、|はOR検索を表す。
下図は理由を表す英語表現の一部抜粋である。
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図２　検索語句「(せいで￨だから￨ので￨理由￨原因)」の検索結果　（一部抜粋）

　コーパスからの発見として、理由を表す表現として139番のand、142番、200番と300番のso、170番
because of、395番becauseの例がみられる。生徒は理由を表現するのであればすぐにbecauseと一対一対応
で捉えがちであるが、他にも表現方法があることに気づかせる指導が必要と考えられる。

4.1.2　英語検索について
・whileについて
　EasyConcfor Chromebook6.2の「英語検索」を選択し、「¥b(While|while)¥b」と検索語を入力する。語句
を入力すると、 \b(While|while)\bと表示される（円記号が変わる）。\bは単語の境界を示し、|はOR検索の意
味となる。検索結果として瞬時に、Whileまたはwhileについて学習者が表現したいと思う表現がヒットする。
　なお、EasyConc for Chromebook6.2は、「日本語検索」も可能で、「日本語検索」を選択し、「ながら」と
検索語を入力しても、接続詞としてのWhileまたはwhileを含む英文を検索することができる。
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図3　検索語whileの検索結果　（一部抜粋）

　平成3年度版の中学校検定教科書New Crown English Series 1, 2, 3（以下、03NC123）で、whileがどのよ
うに使用されているのか調べてみると、以下の5例がヒットする。

図4　AntConcでの検索結果　検索語　¥b(while￨While)¥b

　03NC123では、3年間で名詞としてのwhileは2回、接続詞としてのwhileは3回出現することが分かり、
whileの出現頻度の少なさと学年の偏りもみられる。Whileを受容語彙から発信語彙に定着するためには教
師が授業の中で扱い補強する必要がある。図3に見るように生徒が表現したいと思う文脈で提示して指導す
ると効果が高い。

4.1.3　タグ検索機能について
・形容詞の比較級tallerについて
　日英パラレルコーパスEasyConcの英文テキストの単語にはすべてCLAWS71）による文法標識のタグが付
与されている。図5でEasyConc for Chromebook6.2の「タグ検索」を選択し、「JJR」2）と検索語を入力する。
形容詞について学習者がうまく表現できないと思う表現がヒットする。Tallerに着目すると、26番「背が高
くなりたい」、1340番「背が伸びていて」、4359番「背が伸びた」が学習者に表現できなかったことが分かる。
連番号が異なっていることで入学年度が異なる中学生で、同じ表現で躓いていることが分かる。
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図5　検索語「JJR」　検索結果からtallerを含む英文を抜粋

　検定教科書03NCには、‘taller’が出現しない。しかし、Godzilla is taller than the Statue of Liberty. (New 

Horizon English Course 2)のA is taller than B.の学習をしても I want to grow taller.の表現にたどり着くことは
難しい。Nation(2008)は、語彙を教える際に効果があるのは、学習者が最も必要だと感じるとき支援を提供
することであると述べていて、教科書でインプットされないことを踏まえると、学習者のニーズを満たすた
めに、教師が検定教科書を補って語彙のインプットをするか、生徒自らがEasyConc for Chromebook6.2で
調べてアウトプットできる環境を整える必要がある。

4.1.4　関係代名詞について―学習者のニーズを反映する英文を用いて文法指導や教材作成に活かす
　日英パラレルコーパスEasyConcを調べてみると、「欲しかった本」という日本語のパターンを生徒が英
語で表現できないことが分かる。図6は、EasyConc for Chromebook6.2で、「日本語検索」を指定して、検
索語句として、「(買いたい |買いたかった |欲しい |欲しかった |捜していた |面白そうな |興味のある |興味の
あった )(本 |物 |もの |漫画 |マンガ |CD)」を入力し、検索した結果である。

図6　EasyConc for Chromebook6.2による関係代名詞を含む日本語構文の検索結果
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　図6より、中学生が自己表現活動で必要とする関係代名詞のパターンは以下のようになる。
・先行詞+関係代名詞+I wanted

・先行詞+関係代名詞+I was looking for

・先行詞+関係代名詞+looked interesting / I was interested in

　検定教科書03NCに出現する関係代名詞who, which, thatを含む文を調べてみると38件ヒットし、そのう
ち目的格の関係代名詞は12件であった。接触節は調査対象外となっている。

図7　検定教科書03NC1, 2, 3 に出現する目的格の関係代名詞（WordSmith8.0使用　検索語 which/that）

　図7には、生徒のニーズとして必要とされる関係代名詞のパターンは出現しない。
　Nation(2009)は、ある事に多く時間を費やせば費やすほど、一層上手くなる傾向があるというタイムオン
タスクの原則 (time-on-task principle)について述べており、たくさん読めば読むほど良い読者になるし、た
くさん書く人は書くのが上手くなると述べている。図6に見るように学習者のニーズを踏まえた表現を活動
を通してたくさん学ぶことも同じで、たくさん学ぶ事でその表現を使えるようになり学習の効率が上がると
言える。

4.2　 研究の目的(2)「生徒がEasyConc for Chromebook6.0を活用し、授業の活動場面や家庭学習で主体的
で自律的に学習に取り組む指導の具体例を示す」について

　中学校学習指導要領で、「効果的な辞書活用を促すことは，主体的で自律的な学習者の育成の観点からも，
大切な要素である」と述べているが、これは辞書にとどまらずEasyConc for Chromebookを ICT教材の一つ
として活用することにも当てはまる。生徒が言いたかった表現を教師がフィードバックすることは生徒の学
ぶ意欲を高めるためにも必要であるが、生徒自身が調べて、表現しようとすることも必要であり、自分で調
べることを推奨したい。

4.2.1 授業実践で生徒の反応を観察した結果
　授業での生徒の反応や教師の対応は以下のようであった。　
・生徒はEasyConc for Chromebookに興味、関心を示すか。
　EasyConc for Chromebookは、辞書のように単語だけを調べられるツールではないことに生徒が興味を持
ち、アプリの使用を希望する生徒が多く、楽しそうに調べていた。
・生徒が英語で言いたい表現が見つからない場合はどうするか。
　英語で言いたい表現が見つからない場合は、日本語のみをリストに書いておき、振り返りシートを紙ある
いはGoogle Formで提出してもらい、後日、先生が英語をフィードバックする。
・生徒にどのようなソフトウエアの使用環境が適するか。
　2021年度は、教師用のパソコン1台にアプリをインストールし実施していたため、待ち時間が発生して、



─ 72 ─

　

アプリで調べたくても調べられない生徒がいた。全生徒にEasyConc for Chromebookをダウンロードして使
用する必要がある。生徒一人一人がChromebookを所持しているため、翻訳サイトで調べてしまう生徒も見
られたが、翻訳サイトでは、日本語の入力方法によって、文法的に正しくない英文だったり、主語が抜けて
いる英文だったり、理解が難しい英文であることが多々ある。事前に翻訳サイトの限界について助言する必
要があると感じた。
・生徒が主体的に活動するために、授業のどの活動場面でソフトウエアを使用するのが適切か。
　アプリを使用することで、幅広い授業展開が可能である。例えば、即興のスピーチテストを行った後に、
振り返りシートで「英語で言いたかったけれど言えなかった表現」をまず生徒自身が調べて、書きとめてリ
ストにしておくと、後で見返すことができる。

4.2.2　EasyConc for Chromebook6.2の効果的な活用場面
　日臺（2021）では、「英語の授業のどの活動場面でEasyConc を使用すると学習効果が高いのか」につい
て提案している。コミュニケーション活動の授業の中で、教師一人が、生徒一人、二人、せいぜい数人から
の質問に対応できても、大多数の生徒の質問に対応することは容易ではない。まさにこのような授業の場面
で、本研究で開発したアプリの利用価値は高い。
　具体例として、以下のような活動場面が挙げられる。
・ 新出文法の導入後に、その新出文法事項を使って生徒が自己表現活動をする準備段階で、生徒がアプリを
活用し表現したいことを調べるために数分程度時間を設ける。
・ コミュニケーション活動（chat やstory retelling、speech、discussion など）を行う場合、その活動の準
備段階の場面で、数分程度調べる時間を設定する。例えば、3.2.1の実践例での、「4. Write理想のロボッ
トの名前を考えて、発表原稿を書こう」の活動場面が該当する。また活動後には振り返りとして、学習者
が活動中に表現しようとしてあきらめたことや、うまく言えなかった表現をアプリで調べてみるという場
面を数分程度設ける (4.2.1)。

・ 家庭学習として、週一回の英文日記や、遠足・修学旅行などの行事の後の絵日記あるいは長期休暇に英文
日記の課題を出す場合に、生徒によっては表現したいことが英語でうまく表現できないことが起こる。そ
んな時には、先ずアプリを活用してみることを勧めたい。アプリの英語表現にまだ生徒が学習していない
新語があったとしても英文の読み上げ機能があるのでそれを活用することができる。

5．まとめ

　研究の目的（1）「学習者と教師にとってユーザーフレンドリーなソフトウエアEasyConc for 

Chromebook6.2を開発し、日本語検索、英語検索、タグ検索機能を用いて学習者のニーズを知る」につい
ては、4.1を参照されたい。英語で言いたかった表現を収集した日英パラレルコーパスをもとにEasyConc 

for Chromebook6.2を開発することによって、教師にとってもまた中学生にとってもユーザーフレンドリー
な日本語検索、英語検索さらにはCLAWS7による文法標識を用いたタグ検索も容易に行えるようになった。
各検索の詳細と具体的な学習者のニーズについては、4.1.1～4.1.4を参照されたい。検索機能を活用するこ
とでEasyConc for Chromebook6.2のアプリからわかったことは、生徒のニーズとして、自己表現で必要な
表現は、検定教科書によるインプットだけでは十分とは言えない。4.1で見たように、コーパスからの発見
をもとに教師が授業で扱うことで生徒の表現力を伸ばすことができ、そのためにも教師による教材の工夫が
必要である。
　研究の目的（2）「生徒がEasyConc for Chromebook6.0を活用し、授業の活動場面や家庭学習で主体的で
自律的に学習に取り組む指導の具体例を示す」については、4.2を参照されたい。主体的で自律した学習者
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の育成のために、先ず、生徒が個々の端末を所有し、EasyConc for Chromebook（最新版）をダウンロードし、
言語活動の場面で使用できる環境を整えたうえで、教師が授業で使用する場面を提供することが大切である
と考える。EasyConc for Chromebook（最新版）の具体的な活動事例については、今後さらに提案されるこ
とを願っているし、また、広く活用されることを通してソフトウエアの改善点も提案されることを望んでい
る。
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【注】
1） CLAWS7による文法標識のタグ付けではFree CLAWS web taggerを使用した。

  http://ucrel-api.lancaster.ac.uk/claws/free.html　（最終閲覧日：2022年7月16日）
2） 各品詞のタグについてはUCREL CLAWS7 Tagsetを参照されたい。

  https://ucrel.lancs.ac.uk/claws7tags.html　（最終閲覧日：2022年7月16日）
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